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真球性が向上し、触感のばらつきを軽減した次世代ハンドボール 

アセンテック ヌエバX 
2010～2011シーズンJHL日本ハンドボールリーグ唯一の公式試合球。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技用ボールとスポーツエキップメントメーカーの、株式会社モルテン（本社：広島市西区、代表取締役社

長：民秋清史）は、モルテンの次世代ボール技術“アセンテックテクノロジー”を搭載し、機能・デザインともに進

化したハンドボール『アセンテック ヌエバ X
えっくす

』を2010年8月より発売を開始しています。 

アセンテック ヌエバXは、従来の、糸を使いパネル同士を手で縫い合わせる製法ではなく、既に、サッカーボ

ールで導入している、特殊な接着剤と熱でパネル同士を接合する『アセンテックテクノロジー』を採用しています。

これにより、ボールの真球性が大幅に向上し、ボールをつかんだ際の触感のばらつきを抑えることができるよ

うになりました。また、手縫いボールの課題であった、使い込むほどに少しずつサイズが成長する点も改良され、

サイズのばらつきによる使用時の違和感も少なくしています。本製品は、2010～2011シーズンJHL日本ハンド

ボールリーグ唯一の公式試合球に選ばれています。 

デザインコンセプトは、『正確性』です。前モデルからの印象的な黄色のベースカラーは継承しつつ、ボール

側面にインパクトのある“X”のマークを配置しました。この“X”マークはコンセプトの正確性を示す『的』を表現し

ています。今回のボールデザインには、「プレイヤーの技術や意志が100％発揮され、本物のゲーム（Real 

Game）を実現して欲しい」というモルテンの思いが込められています。 

モルテンブランドの象徴であ

る、炎のマークと正確性を表

すターゲット（的）を組み合

わせてデザインしました。 
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本件お問合せ先 広報室 中森 ＴEL： 03-3625-8304  FAX ：03-3625-8306    

 

■ 製品概要 

 

 

■ 製品特長  

アセンテックテクノロジー  ACENTECTM   Accuracy Enhancing Technology 

パネル同士を特殊な接着剤と熱で接合することで、手縫いボールでは不可能であった、滑らかで継ぎ目のない

表皮構造を実現しました。縫い目がなくなることで真球性が大幅に向上し、また、触感の均一性にも貢献してい

ます。結果、従来接地点によってばらつきがあったリバウンドも、ヌエバXではボール表面の均一性を実現する

ことにより一定で安定したリバウンドが可能となりました。 

 

 

■ モルテンについて 

競技用ボールとスポーツエキップメントメーカーのモルテンは、1958年より、バレーボール、サッカーボール、バス

ケットボール、ハンドボールなどの競技用ボールを製造/販売し、決して妥協することない品質を維持しています。

モルテンは世界中のトップリーグやチーム、国際大会で使用される、公式試合球やスポーツエキップメントなどの

革新的製品を生み出し、グローバル・スタンダードとしての品質を高め続けています。 

詳細については、弊社サイトを参照ください。  URL：www.molten.co.jp 

モルテンは、2008年11月1日に創立50周年を迎えました。 

 

 

 

 

 

品名 / 品番 アセンテックヌエバX / H3X5000（3号球）、H2X5000（2号球） 

材質 人工皮革 

価格（サイズ） ￥8,400（3号球）、￥8,190（2号球） ※ともに税込価格 

知的財産権 特許出願中 

公認・検定 国際ハンドボール連盟公認球、日本ハンドボール協会検定球 

生産国 タイ製 

手縫いボール アセンテック構造 

 


